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新料金に関するQ&A

　合併協議で「水道料金は合併後、経営計画を策定し、
４年以内を目途に統一する」こととしていました。各地
区で施設などの規模の違いはありますが、それぞれに受
けるサービスは同じですので、それに対する負担（料金）
も同じとさせていただくものです。
　現在、料金が高い地区と低い地区では、一般家庭用（口
径13㍉・１カ月あたり20㎥使用した場合）で525円、営業
用（口径20㍉・１カ月あたり50㎥使用した場合）で2,340円
の差があり、その格差を解消するために統一を行います。

　なぜ、統一するのですか？

　減額となる地区にも経過措置を適用するのは
なぜですか？
　現行の料金は、合併前の料金を適用しています。地区
ごとにかなりの格差がありますので、その格差を徐々に
解消していくことで、統一に公平性を持たせることがで
きるものと考えます。

　最も低い地区の料金に統一することはできな
いのですか？
　本来、水道事業に必要な経費は、主に水道料金でまか
なうことが法律で定められています。
　しかし、現在の料金体系では、水道会計の財源に不足
があり、市の一般会計から、その不足分が繰り入れられ
ています。仮に一番低い地区の料金に統一した場合、そ
の繰入額を大幅に増やさなければならず、そのことが本
来の行政、例えば保育支援や医療支援、道路整備などに
支障を来す恐れもありますので、ご理解をお願いします。

　
現
在
は
市
内
で
異
な
る
基
準

　
水
道
事
業
は
、
皆
さ
ん
の
生
活

や
産
業
活
動
を
支
え
る
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン（
日
常
生
活
に
不
可
欠
な
も

の
）で
す
。
そ
の
水
道
事
業
に
つ

い
て
、市
は
町
村
合
併
し
て
以
来
、

旧
町
村
の
料
金
体
系
を
そ
の
ま
ま

引
き
継
い
で
、
採
用
し
て
き
ま
し

た
。

　
し
か
し
、
市
内
で
同
じ
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
異
な
る
料
金
体
系
を
適
用
し

て
い
る
状
況
は
、
地
区
間
の
公
平

性
を
欠
く
も
の
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　
新
料
金
の
適
用
時
期
と
体
系

　
こ
の
状
況
を
是
正
す
る
た
め
、

新
料
金
に
つ
い
て
の
議
案
が
、
平

成
24
年
３
月
の
市
議
会
定
例
会
で

可
決
さ
れ
、
市
内
全
域
で
統
一
し

た
料
金
に
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
新
料
金
は
、
25
年
４
月
検
針
分

（
３
月
使
用
分
）か
ら
適
用
さ
れ
ま

す
。
現
行
の
用
途
別（
一
般
用
・

営
業
用
な
ど
）の
料
金
体
系
が
、

実
際
に
使
用
し
て
い
る
水
道
メ
ー

タ
ー
の「
口
径
別
」の
料
金
体
系
に

変
わ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
西
根
地
区
は

10
円
未
満
の
端
数
を
切
り
捨
て
て

い
ま
し
た
が
、
松
尾
・
安
代
地
区

と
同
じ
く
、
１
円
未
満
の
端
数
切

捨
て
に
統
一
し
ま
す
。

　
な
お
、
下
水
道
料
金
に
つ
い
て

は
、
今
回
、
水
道
料
金
が
改
定
さ

れ
る
こ
と
に
よ
る
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
２
年
間
の
経
過
措
置
を
実
施

　
今
回
の
料
金
統
一
に
よ
る
改
定

は
、
料
金
体
系
の
変
更
も
伴
い
、

　
市
の
水
道
料
金
は
、
こ
れ
ま
で
各
地
区
で
旧
町
村

の
料
金
を
そ
の
ま
ま
適
用
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
状

況
を
見
直
し
、
同
一
の
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
同
一
の

負
担
を
し
て
も
ら
う
た
め
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
、

３
地
区
統
一
の
新
し
い
水
道
料
金
に
改
定
し
ま
す
。

そ
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

市
内
の
負
担
基
準
を
ひ
と
つ
に

 
３
地
区
統
一
の
水
道
料
金
に
改
定

問

問

問

答

答

答
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新料金表（３地区統一）
※水道料金＝基本料金+超過料金　　　　　　　 　　　（単位：円）

用　途 基本水量 口　径 １カ月当たりの
基 本 料 金

超 過 料 金
（１立方㍍につき）

一般用 10立方㍍
まで

13㍉ 1,543

168

20㍉ 1,638
25㍉ 2,436
30㍉ 4,956
40㍉ 7,497
50㍉ 10,605
75㍉ 18,595

100㍉ 28,696
150㍉ 54,211

浴場用 一般用に準ずる 84
臨時用 一般用に準ずる 336

（１）基本料金および超過料金　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

用　途 基本水量
（１カ月当たり） 地　区 基本料金

（１カ月当たり）
超過料金

（１立方㍍当たり）

一般用 10立方㍍まで
西　根 1,428 168
松　尾 1,312.5 136.5
安　代 1,575 157.5

団体用 10立方㍍まで 西　根 1,680 210
松　尾 1,417.5 157.5

20立方㍍まで 安　代 3,150 157.5

営業用 10立方㍍まで 西　根 1,680 210
松　尾 1,417.5 157.5

20立方㍍まで 安　代 3,150 157.5

浴場用 200立方㍍まで 西　根 14,700 210
松　尾 14,175 157.5

100立方㍍まで 安　代 10,500 105
工業用 100立方㍍まで 安　代 13,650 136.5

基本料金…使用水量に関わらず負担してもらう料金で、水道メーター口径に 
　　　　　よって料金が決まります。
超過料金…11立方㍍以上の使用水量から 1㎥ごとに加算されます。
基本水量…10立方㍍以内であれば使用水量に関わらず基本料金のみとなります。

図１　１カ月当たりの料金の計算例（一般用）

新料金表での料金
水道メーター口径20㍉、使用水量30立方㍍の場合
　　基本料金　　　　　　　　　　　   1,638円
+　  超過料金　168円　×　20㎥　＝　3,360円
　　　  計 　　　　　　　　　　　　   4,998円

旧料金表での料金
西根 1,669.5+3,360＝5,020（新料金との差額△ 22円）
松尾 1,575　+2,730＝4,305（新料金との差額+693円）
安代 1,837.5+3,150＝4,987（新料金との差額+ 11円）

25年度の料金（経過措置を考慮）
西根  4,998＋（  22×2/3）＝5,012円（26年度5,005円）
松尾  4,998－（693×2/3） ＝4,536円（26年度4,767円）
安代  4,998－（  11×2/3）＝4,990円（26年度4,994円）

旧料金表　※水道料金＝基本料金 + メーター使用料 + 超過料金

大
幅
な
改
定
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
地
区
、
口
径
、
使
用
水

量
の
違
い
に
よ
っ
て
、
１
カ
月
当

た
り
の
料
金
が
上
下
す
る
状
況
と

な
り
ま
す
。

　
こ
の
改
定
に
よ
る
料
金
の
変
動

を
緩
や
か
に
す
る
た
め
、
２
年
間

の
経
過
措
置
を
設
け
ま
す
。
１
年

目
は
、
旧
料
金
と
新
料
金
の
差
の

３
分
の
２
を
、
２
年
目
は
３
分
の

１
を
新
料
金
に
増
減
し
ま
す
。
経

過
措
置
の
具
体
的
な
例
に
つ
い
て

は
、
こ
の
ペ
ー
ジ
上
段
の
図
１
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
内
統
一
の
料
金
改
定
に
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、松
尾
総
合
支
所
内
、

上
水
道
課
総
務
経
営
係（
☎
・
内

線
２
２
０
３
、２
２
０
４
）ま
で
。

（２）メーター使用料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
メーター口径 13㍉ 20㍉ 25㍉ 30㍉ 40㍉ 50㍉ 75㍉ 100㍉

メーター
使 用 料

西　根 157.5 241.5 273 451.5 546 1,575 2,310 3,150
松　尾 157.5 262.5 420 682.5 945 1,890 2,100 3,150
安　代 210 262.5 315 367.5 420 1,575 2,310 2,310

これからも安心・安全な水道水を
提供していきます（大更保育所）
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衆
議
院
の
解
散
に
伴
う
衆
議
院
総
選
挙
の
投
・
開
票
が
12
月
16
日

㈰
に
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
国
民
審
査
も
行

わ
れ
ま
す
。
棄
権
し
な
い
で
、
清
き
１
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。
投
票

日
当
日
に
投
票
で
き
な
い
人
は
、期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
市
で
投
票
が
で
き
る
人

　
平
成
４
年
12
月
７
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で
、
平
成
24
年
９
月
３

日
以
前
か
ら
八
幡
平
市
に
住
民
登

録
し
、
投
票
日
ま
で
引
き
続
き
住

ん
で
い
る
人
が
投
票
で
き
ま
す
。

24
年
９
月
４
日
以
降
に
転
入
届
を
出

し
た
人
は
、
転
入
以
前
の
市
区
町
村

で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
入
場
券
を
忘
れ
ず
に

　
投
票
所
入
場
券
を
各
世
帯
へ
郵

送
し
て
い
ま
す
。
入
場
券
は
本
人

以
外
は
使
え
な
い
の
で
、
投
票
に

出
掛
け
る
際
は
、
自
分
の
入
場
券

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
投
票
日
時

▼
投
票
日
時　
12
月
16
日
㈰
、
午

前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

▼
投
票
場
所　
市
内
44
カ
所
の
各

投
票
所（
入
場
券
に
記
載
）

■
期
日
前
投
票

　
投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
で

投
票
で
き
な
い
人
は
、
期
日
前
投

票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
入

場
券
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

期
日
前
投
票
の
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
と

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の

公
示
日
が
異
な
る
た
め
、
期
日
前

投
票
の
期
間
も
異
な
り
ま
す
。
12

月
８
日
㈯
ま
で
は
、
西
根
地
区
市

衆議院議員総選挙
最高裁判所裁判官国民審査

投
票
日
は

 

12
月
16
日
㈰

投
票
時
間
は

　
　午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

8 月 26 日に行われた農業委員会委員選挙での
投票の様子（新田地区コミュニティーセンター）

民
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
衆
議
院
議
員

総
選
挙
の
投
票
の
み
行
う
こ
と
が

で
き
、
12
月
９
日
㈰
以
降
は
、
市

内
３
カ
所
に
設
置
す
る
ど
の
会
場

で
も
両
方
の
期
日
前
投
票
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
12
月
５
日
㈬
か
ら
12
月
８
日
㈯

ま
で

▼
対
象　

衆
議
院
議
員
総
選
挙
の

み▼
時
間　
午
前
８
時
半
か
ら
午
後

８
時
ま
で

▼
会
場　

西
根
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー

◎
12
月
９
日
㈰
か
ら
12
月
15
日
㈯

ま
で

▼
対
象　
衆
議
院
議
員
総
選
挙・

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

▼
時
間　
午
前
８
時
半
か
ら
午
後

８
時
ま
で

▼
会
場　

西
根
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
、
松
尾
総
合
支
所
、
安
代
総

合
支
所

■
不
在
者
投
票

　
病
院
や
老
人
保
健
施
設
な
ど
に

入
院　
入
所
し
て
い
る
人
は
、
そ

の
施
設
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
を
確
認
し
、
早
め

に
施
設
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
市
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局（
☎
７
６・２
１
１
１
、

内
線
１
２
２
６
）
ま
で
。

・
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市
民
憲
章
推
進
大
会
が
開
催
さ
れ

市
政
功
労
者
の
方
々
な
ど
を
表
彰

　
市
民
憲
章
推
進
大
会
が
11
月
３

日
、西
根
地
区
体
育
館
で
開
か
れ
、

市
勢
功
労
者
ら
の
表
彰
と
、「『
市

民
憲
章
運
動
』の
意
義
」と
題
し
た

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
個
人
・
団
体
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

■
市
勢
功
労
者
表
彰

▼
特
別
表
彰　
小
林
陵
侑（
柏
台
）

▼
善
行
表
彰　

伊
藤
良
二（
平

舘
）、
田
村
武
智（
大
更
）、
田
山

小
・
中
学
校
ス
キ
ー
後
援
会（
下

モ
川
原
）

▼
功
労
、
善
行
感
謝
状　
伊
勢
加

代
子（
大
更
）

■
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
長
表
彰

瀬
川
清
悦
、佐
藤
進
、松
尾
光
彦
、

ひ
ま
わ
り
会（
大
更
）、
川
村
サ
ト

（
野
駄
）、
山
本
清（
佐
比
内
）、
佐

藤
佳
哉（
岩
木
向
）

　
ま
た
、
大
会
終
了
後
に
は
、
第

15
回
少
年
少
女
の
詩「
江
間
章
子

賞
」授
与
式
が
行
わ
れ
、
江
間
章

子
賞
受
賞
者
の
４
人
が
、
自
身
の

作
品
を
朗
読
発
表
し
ま
し
た（
応

募
総
数
は
５
６
４
編
）。

■
江
間
章
子
賞

吉
田
星あかり（
松
野
小
１
年
）、
勝
又
愛

莉（
柏
台
小
３
年
）、
角
舘
い
つ
き

（
同
６
年
）、
尾
形
佳
奈
美（
一
関

市
・
一
関
一
高
付
属
中
３
年
）

　
11
月
３
日
付
け
で
24
年
度
秋
の
叙
勲
、
第
19
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
か
ら
は
、
秋
の
叙
勲
を
２
人
が
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
を
１
人
が
、
受
章
し
ま
し
た
。

24 年度秋の叙勲
瑞宝双光章

24 年度秋の叙勲
瑞宝単光章

第19回危険業務従事者叙勲
瑞宝単光章

畠
はたけやま

山 義
よし

雄
お

 さん竹
たけ

田
だ

 一
かず

正
まさ

 さん野
の

村
むら

 友
とも

明
あき

 さん
消防功労　70 歳　安代消防功労　85 歳　大更防衛功労　61 歳　大更

　畠山さんは、昭和42年、
旧安代町消防団に入団。同
町消防団長をはじめ、県消
防協会の理事も務めるなど、
消防活動に幅広く貢献しま
した。畠山さんは、「受章を
周りの人が喜んでくれてい
ることがうれしい」と感謝の
気持ちを語りました。

　竹田さんは、昭和21年に
旧大更村消防団に入団。西
根町への町制施行なども経
験し、昭和55年から退団ま
で旧西根町消防団副団長を
務めました。竹田さんは、「私
個人ではなく、指導いただ
いた方々のおかげです」と当
時を振り返りました。

　野村さんは、昭和45年に
陸上自衛隊入隊。岩手駐屯
地に勤務されたほか、富士
学校（静岡県）で教官を務め、
後進の育成にも尽力されま
した。野村さんは、「教官時
代に全国の仲間たちと出会
えたことが楽しかった」と思
い出を語りました。

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

秋
の

叙
勲

市外に在住している受章者
　現在は花巻市に在住してい𠮷池貞藏
さん（81 歳）が瑞宝双光章を受章しま
した。𠮷池さんは、県園芸試験場長を

経て、平成 4年から旧安代町の花きセ
ンター初代所長を務められました。現
在のリンドウ生産の基盤作りに貢献し
ていただきました。

▼
市
長
賞　

外
川
心み
は
な花（
盛
岡

市
・
好
摩
小
２
年
）、
美
濃
あ
ゆ

（
柏
台
小
３
年
）、髙
橋
詩し

瑛え

流る（
同

６
年
）、
佐
々
木
唯
奈（
一
関
一
高

付
属
中
２
年
）

▼
市
教
育
長
賞　
高
橋
宏
太（
松

野
小
２
年
）、
石
川
大
地（
大
船
渡

市
・
越
喜
来
小
３
年
）、
関
柚ゆ
づ
き月

（
田
山
小
５
年
）、
千
田
夏
海（
一

関
一
高
付
属
中
２
年
）

前列左から吉田さん、
勝又さん、角舘さん、
尾形さん

善行表彰を受賞する伊藤さん
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
高
く
評
価

田
山
中
が
厚
生
労
働
大
臣
賞
受
賞

長
年
の
婦
人
会
活
動
が
実
を
結
び

川
村
さ
ん
教
育
功
労
者
表
彰
受
賞

松
浦
さ
ん
全
国
大
会
で
歌
声
披
露

郷
土
民
謡
民
舞
で
参
議
院
議
長
杯

　

田
山
中
学
校
が
、
こ
れ
ま
で

行
っ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
活

動
を
認
め
ら
れ
、
24
年
度
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
功
労
者
に
対
す
る
厚
生
労

働
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

11
月
12
日
、生
徒
を
代
表
し
て
、

同
校
３
年
の
工
藤
考
太
郎
君
と
藤

本
達
瑠
君
が
市
役
所
を
訪
れ
、
田

村
正
彦
市
長
に
受
賞
の
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

　

同
校
は
、
毎
月
第
３
週
に「
ふ

れ
あ
い
弁
当
」
と
題
し
て
、
一
人

暮
ら
し
の
お
年
寄
り
へ
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
を
手
伝
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
地
元
の
介
護
施
設
で

は
、
車
い
す
の
清
掃
を
行
い
、
伝

統
芸
能
で
あ
る「
先
祓
い
」を
披
露

す
る
な
ど
、
全
校
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

佐
藤
雄
心
校
長
は
、「
活
動
を

自
然
に
行
え
る
生
徒
た
ち
に
驚
い

た
。
安
代
中
と
の
統
合
後
も
、
続

け
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を

込
め
ま
し
た
。

内
か
ら
は
、
川
村
さ
ん
を
含
む
２

人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
川
村
さ
ん
は
、
旧
松
尾
村
婦
人

団
体
連
絡
協
議
会
会
長
や
県
地
域

婦
人
団
体
協
議
会
で
常
任
理
事
を

務
め
る
な
ど
、
地
域
に
根
差
し
た

社
会
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

川
村
さ
ん
は
、「
こ
れ
か
ら
も
婦

人
会
活
動
を
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

と
女
性
教
育
の
さ
ら
な
る
発
展
を

祈
り
ま
し
た
。

　
24
年
度
社
会
教
育
功
労
者
表
彰

式
が
11
月
13
日
、
文
部
科
学
省
講

堂（
東
京
・
千
代
田
区
）で
開
か

れ
、
川
村
サ
ト
さ
ん（
81
）＝
野
駄

＝
が
、
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
地
域
で
の
社
会

教
育
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
長

年
に
わ
た
り
社
会
教
育
の
振
興
や

社
会
教
育
関
係
団
体
の
活
動
に
励

ん
だ
人
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
県

　
第
52
回
郷
土
民
謡
民
舞
芸
能
全

国
大
会
が
10
月
19
日
か
ら
21
日
ま

で
の
３
日
間
、
日
本
武
道
館（
東

京
・
千
代
田
区
）で
開
か
れ
、
銀

寿
編
２
部
で
、
松
浦
國
男
さ
ん

（
71
）＝
上
関
＝
が
、
１
位
と
な
る

参
議
院
議
長
杯
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
松
浦
さ
ん
は
４
月
22
日
に
盛
岡

八
幡
宮
で
開
か
れ
た
県
の
予
選
会

を
１
位
で
通
過
。
総
勢
33
人
が
出

場
し
た
全
国
大
会
の
銀
寿
編
２
部

で「
な
か
お
く
に
」
を
披
露
し
、

見
事
に
１
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
別
部
門
で
全
国
大

会
に
出
場
経
験
の
あ
る
松
浦
さ
ん

で
す
が
、
１
位
と
な
っ
た
の
は
、

今
大
会
が
初
め
て
。松
浦
さ
ん
は
、

「
独
学
で
や
っ
て
き
た
が
、
機
会

が
あ
り
、
平
成
19
年
か
ら
民
謡
を

本
格
的
に
学
ん
だ
。
こ
う
い
っ
た

賞
を
受
賞
で
き
て
う
れ
し
い
」と

喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

１
位
に
輝
い
た
松
浦
さ
ん（
中
央
） 田村市長（左）に受賞の報告をす

る川村さん

宮
野
朋
士
さ
ん
を
市
教
育
委
員
に
再
任

　
11
月
14
日
で
任
期
が
満
了
し
た

市
教
育
委
員
の
宮
野
朋
士
さ
ん

（
54
）＝
駅
前
＝
が
、
再
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
新
し
い
任
期
は
、
11
月
15
日
か

ら
26
年
11
月
14
日
ま
で
で
す
。

宮野朋士さん
受賞の報告に来庁した藤本君（右から
2 人目）と工藤君（右から 3 人目）
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市
民
の
交
通
安
全
の
た
め
に
尽
力

髙
橋
・
田
村
両
氏
が
功
労
者
表
彰

国
民
文
化
祭
「
川
柳
の
祭
典
」
で

寺
田
小
・
田
村
君
の
作
品
が
入
賞

大
更
小
・
伊
藤
さ
ん
の
ポ
ス
タ
ー

市
制
施
行
し
て
か
ら
初
の
優
秀
賞

５
１
０
３
人
、
２
万
１
１
７
９
句

の
う
ち
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
22
日
に
は
、
遠
藤
健
悦
教
育
長

に
受
賞
を
報
告
し
、「
こ
れ
か
ら

も
川
柳
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と

抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　
同
校
で
は
、
全
校
生
徒
で
川
柳

に
取
り
組
み
、
大
会
な
ど
に
作
品

を
応
募
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
も
全
国
大
会
で
入
選
す
る
な
ど

の
実
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
11
月
18
日
に
徳
島
県
で
開
催
さ

れ
た
国
民
文
化
祭
・
と
く
し
ま

２
０
１
２「
川
柳
の
祭
典
」ジ
ュ
ニ

ア
部
門
で
、
寺
田
小
の
田
村
和
也

君（
５
年
）が
、
徳
島
市
教
育
委
員

会
教
育
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

部
門
ご
と
に
テ
ー
マ
が
準
備

さ
れ
て
い
て
、
田
村
君
は「
流
れ

る
」
を
テ
ー
マ
に
作
っ
た「
流
さ

れ
ず
進
ん
で
い
こ
う
ぼ
く
の
道
」

を
投
句
。
全
国
の
小
・
中
学
生

ぶ
り
の
入
賞
で
、
町
村
合
併
後
は

初
の
受
賞
と
な
り
ま
す
。

　
表
彰
式
は
11
月
９
日
に
盛
岡
中

央
消
防
署
で
行
わ
れ
、
伊
藤
さ
ん

は
終
了
後
、
お
母
さ
ん
の
志
保
さ

ん
と
来
庁
。
ポ
ス
タ
ー
を
持
参
し

て
田
村
市
長
に
受
賞
の
報
告
を
し

ま
し
た
。
伊
藤
さ
ん
は
、「
火
の

迫
力
を
う
ま
く
書
く
こ
と
に
注
意

し
ま
し
た
」
と
作
品
の
こ
だ
わ
り

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
度
防
火
ポ
ス
タ
ー
の

優
秀
賞
の
ひ
と
つ
で
あ
る
盛
岡
地

区
危
険
物
安
全
協
会
会
長
賞
に
、

大
更
小
の
伊
藤
愛
香
さ
ん（
４
年
）

の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
盛
岡
地
区
広
域
消
防
組
合
で
募

集
し
た
結
果
、
計
６
８
２
点
の
応

募
が
あ
り
、
優
秀
賞
３
点
と
佳
作

50
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。市
で
は
、

平
成
14
年
に
旧
安
代
町
の
児
童
が

優
秀
賞
に
選
ば
れ
て
以
来
、
10
年

て
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
日
頃
か
ら
交
通

安
全
指
導
に
努
力
を
惜
し
ま
ず
、

他
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
人
に
贈

ら
れ
る
も
の
で
す
。
県
内
の
交
通

指
導
隊
員
で
は
、
髙
橋
隊
長
を
含

め
２
人
が
受
賞
。
八
幡
平
市
で
は

初
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
髙
橋
隊
長
は
、
昭
和
52
年
に
旧

西
根
町
交
通
指
導
隊
員
と
し
て
任

命
さ
れ
て
か
ら
35
年
間
、
地
域
の

交
通
安
全
活
動
に
貢
献
し
て
き
ま

し
た
。「
こ
の
受
賞
も
家
族
の
協

力
が
あ
っ
て
こ
そ
」と
髙
橋
隊
長

は
語
り
、
今
後
も
市
民
の
交
通
安

全
の
た
め
の
尽
力
を
約
束
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
市
交
通
安
全
協
会
の
田
村
孝
会

長（
67
）＝
松
久
保
＝
が
、
平
成
24

年
度
交
通
安
全
功
労
者
と
し
て
、

県
知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
表
彰
式
は
、
11
月
９
日
、
盛
岡

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た

「
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
運

動
県
民
大
会
」
で
行
わ
れ
、
田
村

会
長
を
含
め
６
人
が
県
知
事
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
市
交
通
指
導
隊
の
髙
橋
忠
一
隊

長（
65
）=

中
村=

が
、
第
14
回「
県

民
の
交
通
安
全
功
労
者
」と
し
て
、

11
月
14
日
に
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
い
わ

記念の賞状を手にする田村君（中央）

これからも交通安全活動に従事するこ
とを誓った髙橋隊長（右）

優秀賞のポスターを披露する伊藤
愛香さんと母親の志保さん

さらなる交通安全普及のために
活躍が期待される田村会長
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安心な冬道のために
除雪作業に理解と協力を ●詳しくは

松尾総合支所内、建設課管理係（☎・内線2512）
　
市
は
、
冬
の
安
全
な
交
通
を
確
保

す
る
た
め
、
市
の
管
理
す
る
道
路
な

ど
の
除
雪
を
し
て
い
ま
す
。

▼
早
朝
か
ら
作
業
を
し
ま
す

　
朝
の
通
勤・
通
学
路
を
確
保
す
る

た
め
、
早
朝
か
ら
除
雪
作
業
を
し
ま

す
。
作
業
に
よ
る
騒
音
へ
の
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
除
雪
車
に
近
づ
か
な
い
で

　
作
業
は
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
越
え

て
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
作
業
中

の
除
雪
車
に
近
づ
く
こ
と
は
危
険
な

の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
宅
地
内
や
周
辺
の
除
雪
に
協
力
を

　
除
雪
車
が
通
っ
た
後
、
玄
関
先
な

ど
に
除
雪
し
き
れ
な
か
っ
た
雪
が
残

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
宅
地
入
口
な

ど
は
、
各
家
庭
で
除
雪
す
る
よ
う
、

ご
協
力
く
だ
さ
い（
路
面
が
で
こ
ぼ

こ
に
な
る
な
ど
危
険
な
の
で
、
雪
は

道
路
に
絶
対
出
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
）。

　
ま
た
、
屋
根
か
ら
の
落
雪
を
防
ぐ

た
め
の
雪
止
め
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

排
除
雪
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

　
市
建
設
協
同
組
合
で
は
、
個
人
や

事
業
所
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
有
料

で
屋
根
の
雪
降
ろ
し
や
住
宅
周
辺
、

私
道
な
ど
の
除
雪
を
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
料
金　
左
記
を
参
照

■
申
し
込
み　

市
建
設
協
同
組
合

（
☎
７
０
・
２
２
１
１
）
ま
で
。

身
近
な
雪
捨
て
場
を
開
放

　
市
は
、
西
根
・
松
尾
地
区
に
そ
れ

ぞ
れ
指
定
の
雪
捨
て
場
を
開
放
し
て

い
ま
す
。
市
内
に
住
宅
が
あ
る
人
で

あ
れ
ば
、
誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
の

で
活
用
く
だ
さ
い
。

■
雪
捨
て
場　
下
の
地
図
を
参
照

■
利
用
時
間

▽
西
根
地
区（
❶
）　
午
前
９
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で（
平
成
25
年
３
月
31

日
㈰
ま
で
）

▽
松
尾
地
区（
❷・
❸
）　
午
前
８
時

半
か
ら
午
後
５
時
ま
で

※
①
の
雪
捨
て
場
は
、
５
㌧
以
上
の

車
両
は
進
入
不
可
。
チ
ェ
ー
ン
な
ど

の
滑
り
止
め
を
し
て
く
だ
さ
い
。

住宅周辺、生活私道の排除雪サービス料金

屋根の雪降ろし
1 時間単価 2,100 円
1 日単価 16,800 円

作業・機種 １時間単価

住宅排除雪運搬

2㌧ 車 6,825 円

4㌧ 車 8,400 円

10㌧ 車 11,550 円

ホイールローダ
（バケット使用）

小型 12,075 円

中型 14,700 円

大型 19,950 円

ホイールドーザ
（排土板使用）

小型 14,700 円

中型 19,950 円

大型 26,250 円

乗用ロータリ

小型 15,225 円

中型 22,050 円

大型 43,050 円

ハンドガイド式
手押ロータリ 小型 9,975 円
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市
は
、
冬
の
安
全
な
交
通
を
確
保

す
る
た
め
、
市
の
管
理
す
る
道
路
な

ど
の
除
雪
を
し
て
い
ま
す
。

▼
早
朝
か
ら
作
業
を
し
ま
す

　
朝
の
通
勤
・
通
学
路
を
確
保
す
る

た
め
、
早
朝
か
ら
除
雪
作
業
を
し
ま

す
。
作
業
に
よ
る
騒
音
へ
の
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
除
雪
車
に
近
づ
か
な
い
で

　
作
業
は
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
越
え

て
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
作
業
中

の
除
雪
車
に
近
づ
く
こ
と
は
危
険
な

の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
宅
地
内
や
周
辺
の
除
雪
に
協
力
を

　
除
雪
車
が
通
っ
た
後
、
玄
関
先
に

除
雪
し
き
れ
な
か
っ
た
雪
が
残
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
宅
地
入
口
な
ど
は

各
家
庭
で
除
雪
す
る
よ
う
協
力
く
だ

さ
い
（
そ
の
と
き
に
は
、
路
面
が
で

こ
ぼ
こ
に
な
る
な
ど
危
険
な
の
で
、

雪
は
道
路
に
絶
対
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
）
。
ま
た
、
屋
根
か
ら
の
落

雪
を
防
ぐ
た
め
の
雪
止
め
を
設
置
し

ま
し
ょ
う
。

　
市
建
設
協
同
組
合
で
は
、
個
人
や

事
業
所
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
有
料

で
屋
根
の
雪
お
ろ
し
や
住
宅
周
辺
、

私
道
な
ど
の
除
雪
を
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
料
金
　
左
表
を
参
照

■
申
し
込
み
　
市
建
設
協
同
組
合

（

　

－

２
２
１
１
）
ま
で
。

７０

　
市
は
、
西
根
・
松
尾
地
区
に
そ
れ

ぞ
れ
市
指
定
の
雪
捨
て
場
を
開
放
し

て
い
ま
す
。
市
内
に
住
宅
が
あ
る
人

で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
利
用
で
き
る
の

で
活
用
く
だ
さ
い
。

■
雪
捨
て
場
所
　
下
の
地
図
を
参
照

■
利
用
時
間

▽
西
根
地
区（

）　
午
前
９
時
～
午

後
４
時
（
　
年
３
月
　
日

ま
で
）

２４

３１

▽
松
尾
地
区（

・

）　
午
前
８
時

半
～
午
後
５
時

※

の
雪
捨
て
場
は
、
５
㌧
以
上
の

　
車
両
の
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。
　

　
チ
ェ
ー
ン
な
ど
の
滑
り
止
め
を
準

　
備
し
て
く
だ
さ
い
。

排
除
雪
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

安心な冬道のために
除雪作業に理解と協力を

　●詳しくは

　　市役所建設課管理係（・内線２５１２）

身
近
な
雪
捨
て
場
を
開
放

市
指
定
の「
雪
捨
て
場
」

平舘地区・旧学校給食セ

　ンター跡地

柏台二丁目緑地公園市道前森線敷地の赤川橋

　付近

※この料金は、いずれも標準料金であり、地域や積雪の
　状況、難易度により変更になる場合があります。業者
　から事前に現地を見てもらい、見積りを確認してから
　依頼してください。

■住宅周辺、生活私道の排除雪サービス料金

　屋根の雪おろし（１人当たり）

　２，０００円１時間単価

１６，０００円１日単価

１時間単価作業・機種

　６，７２０円２㌧車

住宅排除雪運搬 　８，１９０円４㌧車

１１，０２５円１０㌧車

１２，０７５円小型

ホイールローダ

（バケット使用）
１４，７００円中型

１８，９００円大型

１４，７００円小型

ホイールドーザ

（排土板使用）
１９，９５０円中型

２６，２５０円大型

１５，１２０円小型

乗用ロータリ ２２，０５０円中型

４２，５２５円大型

　９，９７５円小型
ハンドガイド式

手押ロータリ

はちまんたい広報11

Sports

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
成
績

（
敬
称
略
、
●
内
の
数
字
は
順
位
）


県
高
等
学
校
新
人
大
会

■
テ
ニ
ス
（
　
月
６
～
８
日
、
盛

１０

岡
市
・
県
営
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
ほ
か
）

【
男
子
】▽
ダ
ブ
ル
ス

日
戸
祐
介

（
盛
岡
南
１
年
、
西
根
中
卒
）ほ
か

■
柔
道
（
　
月
　
・
　
日
、
花
巻

１０

２１

２２

市
・
花
巻
総
合
体
育
館
）

【
女
子
】▽
個
人
　
㌔
級

遠
藤
真

７８

那
美
（
盛
岡
中
央
１
年
、
西
根
第

一
中
卒
）

■
レ
ス
リ
ン
グ
（
　
月
５
・
６
日
、

１１

宮
古
市
・
市
民
総
合
体
育
館
）

【
男
子
】▽
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
　
㌔
６０

級

伊
藤
友
博
（
盛
岡
工
業
２
年
、

西
根
第
一
中
卒
）
▽
同
　
㌔
級


６６

遠
藤
貴
哉
（
盛
岡
工
業
２
年
、
西

根
第
一
中
卒
）


ダ
ン
ロ
ッ
プ
カ
ッ
プ
全
日
本
選

抜
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

県
予
選
会
兼
東
北
春
季
ジ
ュ
ニ
ア

テ
ニ
ス
大
会
県
予
選
会
（
　
月
１０

８
・
９
日
、
花
巻
市
・
花
巻
広
域

公
園
運
動
広
場
コ
ー
ト
ほ
か
）

【
男
子
】▽
シ
ン
グ
ル
ス
▽
　
歳
以

１４

下

福
士
海
渡
（
西
根
中
１
年
）

▽
　
歳
以
下

祖
利
目
大
晟
（
寄

１２
木
小
５
年
）

※
来
年
３
月
　
日
か
ら
宮
城
県
で

２８

　
開
催
さ
れ
る
東
北
大
会
に
出
場

ク
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

【
女
子
】▽
一
般
Ａ
級

小
野
寺
晶

子
・
伊
藤
泰
子
組
（
は
ち
ま
ん
た

い
Ｔ
Ｃ
）

中
村
ま
き
子
・
小
野

明
子
組
（
は
ち
ま
ん
た
い
Ｔ
Ｃ
）


県
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
大
会
（
　
月
１０

　
日
、
盛
岡
市
・
県
営
運
動
公
園

２３ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
場
）

【
男
子
】▽
ミ
ド
ル
一
般

石
坂
晋

哉（
安
比
高
原
）

【
女
子
】▽
ミ
ド
ル
一
般

髙
橋
真

由
美
（
下
町
一
区
）
▽
エ
キ
ス
パ

ー
ト
一
般

畠
山
千
怜（
両
沼
）


全
国
ジ
ュ
ニ
ア
サ
マ
ー
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
大
会
Ｉ
Ｎ
鹿
角

兼
鹿
角
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
プ
・
コ
ン

バ
イ
ン
ド
大
会
（
　
月
　
～
　
日
、

１０

２８

３０

秋
田
県
鹿
角
市
）

■
ス
ペ
シ
ャ
ル
ジ
ャ
ン
プ

【
男
子
】▽
成
年

小
林
潤
志
郎

（
東
海
大
２
年
、
松
尾
中
卒
）

■
コ
ン
バ
イ
ン
ド

▽
一
般

永
井
秀
昭
（
岐
阜
日
野

自
動
車
、
田
山
中
卒
）
▽
中
学
生


小
林
陵
侑
（
松
尾
３
年
）

■
ロ
ー
ラ
ー
ス
キ
ー

【
男
子
】◇
ス
プ
リ
ン
ト
１
㌔
▽
小

学
３
・
４
年

吉
田
優
翔（
田
山
）

▽
同
１
・
２
年

安
保
翔（
田
山
）


安
保
瑠
粋（
田
山
）◇
デ
ィ
ス
タ


東
北
高
等
学
校
選
抜
大
会

■
相
撲
（
　
月
　
日
、
宮
城
県
登

１０

１５

米
市
）

◇
個
人
▽
１
０
０
㌔
以
上
級

上

山
陽
平
（
盛
岡
農
業
１
年
、
西
根

中
卒
）


東
北
高
等
学
校
新
人
大
会

■
カ
ヌ
ー
（
　
月
　
・
　
日
、
福

１０

２２

２３

島
県
二
本
松
市
）

【
男
子
】▽
カ
ヤ
ッ
ク
フ
ォ
ア

不

来
方（
齋
藤
弘
希【
１
年
、
安
代
中

卒
】ほ
か
）


県
Ａ
・
Ｂ
級
ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
（
　
月
　
・
　
日
、

１０

２２

２３

北
上
市
・
和
賀
川
グ
リ
ー
ン
パ
ー

東
北
春
季
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
大
会
出
場
を
つ

か
ん
だ
福
士
海
渡
選
手
（
西
根
中
１
年
、
写

真
左
）
と
祖
利
目
大
晟
選
手（
寄
木
小
５
年
）

　
第
　
回
全
日
本
学
生
ス
キ
ー

８５

選
手
権
大
会
（
イ
ン
カ
レ
）
の

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
種
目
（
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
・
ス
ペ
シ
ャ
ル

ジ
ャ
ン
プ
・
コ
ン
バ
イ
ン
ド
）

が
八
幡
平
市
で
代
替
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
本
来
開
催
予
定
地

の
新
潟
県
妙
高
市
が
開
催
辞
退

し
た
た
め
、

全
日
本
学
生
ス

キ
ー
連
盟
か
ら
打
診
を
受
け
て

決
ま
っ
た
も
の
で
す
。

　
同
大
会
は
、
　
年
に
開
か
れ

２１

た
第
　
回
大
会
以
来
、
３
年
ぶ

８２

り
の
開
催
に
な
り
ま
す
（
ア
ル

ペ
ン
種
目
は
雫
石
町
で
開
催
）
。

　
こ
れ
で
、
４
年
連
続
で
全
国

規
模
の
ス
キ
ー
大
会
が
開
か
れ

る
八
幡
平
市
。
今
シ
ー
ズ
ン
も

八
幡
平
市
を
舞
台
に
、
全
国
の

選
手
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

■
期
日
　
　
年
２
月
　
日

か

２４

２５

ら
　
日

ま
で

２９
■
会
場

▽
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
　
田
山

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス

▽
ス
ペ
シ
ャ
ル
ジ
ャ
ン
プ
・
コ

ン
バ
イ
ン
ド
　
田
山
ス
キ
ー
場

ン
ス
▽
小
学
４
年
３
㌔

吉
田
優

翔
▽
同
１
～
３
年
１
㌔

安
保
翔


安
保
瑠
粋

【
女
子
】◇
ス
プ
リ
ン
ト
１
㌔
▽
中

学
生

佐
藤
朱
莉（
田
山
２
年
）▽

小
学
５
・
６
年

佐
藤
優
侑
（
田

山
）
▽
同
３
・
４
年

関
柚
月

（
田
山
）◇
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
▽
中
学

生
５
㌔

佐
藤
朱
莉
▽
小
学
４
年

３
㌔

関
柚
月


東
北
春
季
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
大

会
県
予
選
会
（
　
月
　
・
　
日
、

１０

２９

３０

盛
岡
市
・
県
営
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
ほ
か
）

【
男
子
】▽
シ
ン
グ
ル
ス
▽
　
歳
以

１８

下

日
戸
祐
介
▽
　
歳
以
下

渡

１６

辺
大
樹（
西
根
中
３
年
）
伊
藤
寛

太
（
西
根
中
３
年
）

※
来
年
３
月
　
日
か
ら
宮
城
県
で

２８

　
開
催
さ
れ
る
東
北
大
会
に
出
場


全
国
高
校
柔
道
選
手
権
大
会
県

大
会
（
　
月
　
・
　
日
、
盛
岡

１１

１２

１３

市
・
県
営
武
道
館
）

【
女
子
】▽
個
人
無
差
別
級

遠
藤

真
那
美


県
中
学
校
新
人
大
会

■
柔
道
（
　
月
　
・
　
日
、
久
慈

１１

１９

２０

市
・
市
民
体
育
館
）

【
男
子
】▽
個
人
　
㌔
級

髙
橋
幸

８１

輝
（
西
根
第
一
２
年
）

全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選
手
権
大
会（
イ
ン
カ
レ
）

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
種
目
を
八
幡
平
市
で
開
催
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各課からのHOT LINE

25年度の保育所（園）の
入所申請を受け付けます ●詳しくは

　市役所児童福祉課児童福祉係（☎・内線1153）
　
25
年
度
入
所
分
の
保
育
所（
園
）の
入

所
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
既
に
入
所

し
て
い
る
園
児
は
、
別
途
、
保
育
所
を

通
じ
て
書
類
を
提
出
し
て
も
ら
う
た

め
、
あ
ら
た
め
て
申
請
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

■
受
付
期
間　
25
年
１
月
７
日
㈪
か
ら

25
日
㈮
ま
で　
※
申
請
用
紙
は
、
12
月

17
日
㈪
か
ら
市
役
所
児
童
福
祉
課
、
各

総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
田
山
支
所
窓

口
で
配
布
し
ま
す
。

■
入
所
資
格　
保
護
者
や
同
居
親
族
な

ど
が
、
次
の
い
ず
れ
か
の
理
由
で
保
育

が
で
き
な
い
幼
児

❶
家
庭
外
で
仕
事
を
し
て
い
る
。

❷
家
庭
内
で
家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て

い
る
。

❸
妊
娠
中
、
出
産
後
間
も
な
い
場
合

❹
病
気
や
心
身
に
障
が
い
が
あ
る
な
ど

の
場
合

❺
病
気
の
人
や
心
身
に
障
が
い
が
あ
る

人
な
ど
を
看
護
・
介
護
し
て
い
る
。

❻
火
災
や
風
水
害
な
ど
で
被
害
を
受

け
、
そ
の
復
旧
の
間
に
家
庭
で
保
育
が

で
き
な
い
。

❼
市
長
が
認
め
る
❶
か
ら
❻
に
類
す
る

事
情
が
あ
る
場
合

■
注
意
事
項　
入
園
児
が
多
い
な
ど
の

理
由
で
、
新
規
の
受
け
入
れ
が
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
24
年
４
月
１
日
か
ら
、
従
来

の「
森
林
施
業
計
画
制
度
」に
代

わ
り
、
新
た
に「
森
林
経
営
計

画
制
度
」が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
に
よ
り
、
ま
と
ま

り
の
あ
る
区
域（
林
班
）な
ど
で

面
的
な
整
備
を
図
る
森
林
経
営

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
森
林
経
営
計
画
を
作
成
す
る

と
、
植
栽
、
下
刈
り
、
間
伐
な

ど
の
森
林
施
業
を
行
っ
た
際
、

直
接
支
払
い
の
支
援
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
計
画
は
、
５
年
間
の
森
林
施

業
を
計
画
し
、
認
定
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、認
定
を
受
け
る
に
は
、

間
伐
の
際
の
下
限
面
積
や
、
伐

採
の
際
の
林
齢
お
よ
び
材
積
の

上
限
な
ど
の
条
件
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
上
記
土
木
林
業

課
林
業
係
、
ま
た
は
盛
岡
広
域

振
興
局
林
務
部
林
業
振
興
課（
☎

０
１
９・６
２
９・６ 

６ 

１
２
）

ま
で
。

各保育所（園）の実施予定事業など
施設名 定員 通常

保育
乳児
保育

延長
保育

一時
保育

休日
保育

障がい
児保育

受け入れ
年　　齢

大　更
保育所 90人 １歳から

寺　田
保育所 60人 １歳から

松　野
保育所 100人 生後６カ月から

寄　木
保育所 60人 １歳から

柏　台
保育所 45人 生後６カ月から

あしろ
保育所 60人 生後６カ月から

あしろ
保育所
畑分園

30人 ３歳から

田　山
保育所 50人 生後６カ月から

東慈寺
保育所 60人 生後６カ月から

杉の子
保育園 60人 ３歳から

森の子
保育園 45人 生後８週から２

歳まで
平　舘
保育園 90人 生後８周から

※乳児以外の児童は25年４月１日時点での年齢

森林施業への助成制度
変更点を確認しましょう ●詳しくは

　安代総合支所内、土木林業課林業係（☎・内線3142）

森林経営計画の内容
計画作成者 森林所有者または森林所有者から森林経営の委託を受けた者

対 象 森 林
属地的計画 計画対象森林の面積が、林班または連担する複数

林班の面積の２分の１以上を占めている。

属人的計画 自ら所有する森林および森林経営の委託を受けた
すべての森林（100ヘクタール以上）

主　　 な
計 画 事 項

森林経営の長期の方針
森林施業の計画（５年間）
作業路網その他の施設の設置および維持管理に関する事項など
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被
災
地
・
田
老
地
区
の
今
を
知
る

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

　
10
月
に
開
幕
し
た
第
65
回
岩

手
芸
術
祭
に
は
、
本
市
内
か
ら

も
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
入
選
さ
れ
た
方
々
な
ど
を
紹

介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

◆
岩
手
芸
術
祭
川
柳
大
会
【
10

月
21
日
、
い
わ
て
県
民
情
報
交

流
セ
ン
タ
ー
（
ア
イ
ー
ナ
）】

▼
県
川
柳
連
盟
賞　
「
半
開
き

の
蕾
の
ま
ま
で
反
戦
歌
」　

徳

田
ひ
ろ
子

▼
宮
城
県
川
柳
連
盟
賞　
「
山

脈
の
青
へ
連
な
る
少
年
法
」　

徳
田
ひ
ろ
子

◆
岩
手
芸
術
祭
美
術
展
公
募
作

品
・
入
選

▼
写
真　
菊
池
健
逸
（
中
郡
）

▼
洋
画　
髙
橋
志
郎
（
下
町
一
区
）

▼
デ
ザ
イ
ン　

津
志
田
真
美

（
川
原
目
）

▼
水
墨
画　

佐
々
木
誠
太
郎

（
小
福
田
）

　
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
11
月
25
日
、
松
尾
地
区

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
宮

古
市
・
田
老
地
区
か
ら
参
加

し
た
13
人
を
含
む
約
60
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
同
地
区
の
手
芸
サ
ー
ク
ル

ゆ
い
と
り
の
大
棒
レ
オ
子
代

表
が
、
東
日
本
大
震
災
直
後

の
避
難
所
で
の
男
女
の
役
割

や
サ
ー
ク
ル
活
動
の
始
ま

り
、
仮
設
住
宅
の
状
況
な
ど

を
報
告
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
６
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、「
被
災
地
の

今
を
知
る
、
そ
し
て
私
た
ち

の
役
割
を
考
え
る
」
を
テ
ー

マ
に
フ
リ
ー
ト
ー
ク
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で

は
、「
集
落
単
位
で
仮
設
住

宅
に
入
れ
た
こ
と
は
良
か
っ

た
」「
今
は
使
っ
て
い
な
い

ス
キ
ー
板
や
ウ
ェ
ア
を
有
効

に
活
用
で
き
な
い
か
」「
支

援
の
す
れ
違
い
な
ど
は
な
い

か
」
な
ど
、
今
後
の
役
割
を

意
識
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
終
え
て
、

斎
藤
文
子
さ
ん（
65
）＝
石
神

＝
は
、「
震
災
時
に
ど
う
い
っ

た
思
い
で
逃
げ
た
か
な
ど
、

テ
レ
ビ
で
見
る
よ
り
心
に
響

い
た
」と
感
想
を
語
り
ま
し

た
。

芸
術
祭
・
児
童
文
学
大
会
を
開
催

読
み
聞
か
せ
を
通
じ
絵
本
楽
し
む

　
第
65
回
岩
手
芸
術
祭
・
児
童

文
学
大
会
が
11
月
11
日
、
松
尾

地
区
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
約

30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
加
藤
美
南
子
さ

ん
（
70
）
＝
北
寄
木
＝
が
絵
本

「
だ
ん
ぶ
り
ち
ょ
う
じ
ゃ
の
の

こ
し
た
た
か
ら
も
の
」を
朗
読
。

こ
の
読
み
聞
か
せ
を
楽
し
み
に

来
た
と
い
う
参
加
者
は
、
加
藤

さ
ん
の
声
に
耳
を
傾
け
、
作
品

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

報告を行う大棒さん

フリートークで互いの理解を深めました

作者でもある加藤さんが読み聞かせを披露
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Sports
　
平
成
28
年
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る

岩
手
国
体
に
向
け
て
、
市
準
備
委
員
会
設

立
総
会
と
第
１
回
総
会
が
11
月
14
日
、
西

根
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、
関
係
団
体
の
代
表
者
ら

１
２
０
人
が
参
加
。
４
年
後
に
開
か
れ
る

国
体
の
成
功
を
目
指
し
、
各
団
体
が
そ
れ

ぞ
れ
連
携
を
と
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　
第
１
回
総
会
で
は
、
各
競
技
団
体
か
ら

24
年
度
開
催
の「
ぎ
ふ
清
流
国
体
」の
視
察

報
告
が
行
わ
れ
、
市
が
今
後
取
り
組
む
べ

き
課
題
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
市
内
で
開
催
さ
れ
る
競
技
は
、

左
に
示
す
５
つ
の
正
式
競
技
と
１
つ
の
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
競
技
で
、
28
年
９

月
中
旬
か
ら
10
月
中
旬
の
間
に
11
日
間
以

内
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

第
71
回
国
民
体
育
大
会
ま
で
あ
と
４
年

  
市
準
備
委
員
会
を
設
立

区　分 競技名・種目・種別 競技会場

正　式

テニス 少年男子 安比高原テニスクラブ少年女子
相撲 全種目 市総合運動公園体育館

ライフル射撃
スモールボア 
ライフル

全種目 田山射撃場ほかエアライフル
ビームライフル

ラグビーフットボール 少年男子 上寄木グラウンド

ゴルフ 女子 安比高原ゴルフクラブ
少年男子 南部富士カントリークラブ

デモンストレーション オリエンテーリング 安比高原特設会場

市内で開催される国民体育大会競技など

多くの市内関係者が出席をしました

　市教育委員会では、市が国体開催会場となってい
る競技の１つ、ラグビーフットボールに親しんでも
らうため、10月25日と11月１日の２日間、アリーナ
まつおで『ラグビー体験教室』を開催しました。
　ことしで３回目の同教室には、講師の県ラグビー
フットボール協会会員のほか、市内の小学生20人が
参加。ラグビーボールでのパス練習やタグラグビー
などを通じて、大人と子どもが一緒になってフィー
ルドいっぱい駆け回り、ラグビーに親しみました。
　また、今回使用したタグラグビー用品一式は、県
ラグビーフットボール協会のご厚意により、市に寄
贈いただきました。学校での体育授業やスポーツ行
事などで活用を希望する場合は、生涯学習課体育振
興係（☎・内線2333）まで問い合わせください。

　第７回市クロスカントリー大会と第３回市スポー
ツ少年団交流駅伝祭りが11月４日、松尾総合運動公
園特設コースで行われました。
　各種目の優勝は、以下のとおりです。（敬称略）

【クロスカントリー大会】◆小学生低学年▷男子　成
田健太（田山スポ少）▷女子　種市らん（安代スポ少）
◆小学生高学年▷男子　伊藤海利（田頭野球スポ少）
▷女子　高橋未夢（松尾ジュニアスキースポ少）
◆中学生▷男子　高橋雅矢（松尾中スキースポ少）
▷女子　山本希歩（安代中スキースポ少）

【交流駅伝祭り】◆小学生▷男子　田頭野球スポ少
A▷女子　西根ミニバススポ少 A
◆中学生▷男子　安代中スキースポ少▷女子　松尾
中ソフトテニス Aスポ少

各
自
が
見
事
な
走
力
を
見
せ
る

ラ
グ
ビ
ー
体
験
教
室
を
開
催タグラグビーを体験した子どもたち仲間からのたすきを大事につなぎました
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1212まで。

南極へ向かう先輩を激励
三浦恒人さん壮行会

　第54次南極地域観測隊の越冬隊に参加する三浦恒
人さん（31）＝長者前＝が11月19日、母校である田山小
学校と田山中学校を訪れました。
　両校で壮行会が行われ、後輩たちはエールで激励。
それぞれの学校から、メッセージ入りの旗が贈られま
した。三浦さんは、「南極でもこの壮行会を思い出し、
支えにして頑張りたい」と応援に答えました。三浦さ
んが所属する越冬隊は、平成25年２月に第53次隊と交
代し、気象データを観測。26年３月帰国する予定です。

共に支え合いこれからも
市ダイヤモンド婚を祝う会

　市ダイヤモンド婚を祝う会が10月30日、西根地区市
民センターで開催されました。
　ダイヤモンド婚とは、結婚60年を記念した名称です。
今回対象となった夫婦は市内に 46組あり、祝う会に
は、そのうちの30組が出席。会では、主催者である市
社会福祉協議会の盛内源榮会長から、各地区代表の夫
婦に記念の賞状が贈られました。祝宴では、大更保育
所の園児によるダンスや同協議会理事によるマジック
ショーが披露され、結婚60周年を祝いました。

約10㍍の太巻きづくりに挑戦しま
した（11月23日、秋の収穫・向村自
治会祭）【撮影：小野寺幸子】

市老人クラブ芸能発表会で各団体
が歌や踊りを披露しました（11月20
日、西根地区市民センター）

寄せ書きの入った旗を持つ三浦さん（中央）と田山中生徒

60年間共に支え合った夫婦に記念の賞状が贈られました

節目を祝い呼び掛け披露
安代小学校創立10周年記念式典

　安代小学校創立10周年記念式典が11月18日、同校体
育館で行われました。
　式典には、全校児童と保護者ら約400人が出席。実
行委員長の冨士原文隆さんが、「これから 30年、50年
と輝かしい歴史を刻むことを願います」とあいさつし、
歴代の校長・PTA会長を表彰しました。その後、全
校児童によって学校の歴史を振り返る呼び掛けや校歌
などが披露され、子どもたちは自分たちの学び舎

や

のさ
らなる発展を誓いました。 全校生徒の合唱で節目の10周年を祝いました

イルミネーション「フェアリーナイ
ト」の点灯式が行われました（11月
22日、フラワーランド）
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自らの歴史を込めた作品を手にする会員の皆さん

今冬の大会活躍を目指し
平舘高校スキー部韓国合宿

　平舘高校スキー部の部員11人が、冬季合宿として韓
国のソンウスキー場へ11月30日、出発しました。
　同スキー部が単独で海外合宿を行うのは、今回が初
めてで、同校同窓会からの基金を利用して実施。大会
が開かれる時期の固い雪質に近い海外のスキー場で練
習を行い、１月からの本番に備えます。キャプテンの
髙橋峻さん（２年）は、「チーム内で切

せ っ さ た く ま
磋琢磨し、全国

で通用する滑りを身に着けたい」と抱負を語りました。
部員の帰国は、12月22日となります。

紡ぎ続け２１年目を迎える
自分史「糸の会」作品展

　自分史「糸の会」による作品展が10月27日から11月９
日までの14日間、市立図書館で開かれ、作品展を訪れ
た人は、自分史の世界の奥深さに魅了されました。
　同会は、平成４年設立。会の名称は、ひとつとして
同じものはない「糸」が自分史と重なることから名付け
られました。発足21年目を迎えた今年で、亡くなられ
た人を含めた14人全会員の作品が完成。会長の工藤升
子さん（82）＝上町＝は、「子どもたちの『書く』という
習慣の役に立てればうれしい」と笑顔で語りました。

いざという時の状況を想定して訓練をしました

韓国への出発直前には基礎練習に励みました

防災意識を再確認しよう
火災防御訓練

　実際の火災を想定した火災防御訓練が11月11日、柏
台小学校周辺で行われました。
　市消防団や婦人消防協力隊など約250人が参加。柏
台小学校から出火した想定のもと、消火訓練や避難訓
練、防災ヘリコプターでの上空偵察訓練が行われまし
た。また、訓練に参加した地元の人は、消防署への通
報訓練やAED（自動体外式除細動器）を使用した心肺
蘇生法、消火器の使い方などを確認し、防災に対する
意識の大切さを再確認していました。

今シーズンの安全を祈願した後、
テープカットが行われました（11月
27日、安比高原スキー場）

各チームがニュースポーツ「ニチレ
クボール」で順位を競いました（11
月22日、市総合運動公園体育館）
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保健のひろば
☎・内線1177　市役所健康福祉課

ささえあいの輪
☎・内線1166　市役所地域福祉課

介護のココロ
☎・内線1181　市地域包括支援センター

◆◇◆ 高齢者健康教室を毎週開催中 ◆◇◆

　引きこもりがちになって、笑顔が少なくなっ
たり、運動不足になっていませんか？
　そのような高齢者の皆さん向けの健康教室を
下記の施設で毎週開催しています。教室では、
グラウンドゴルフ、ヨガ、フラダンス、室内ゲー
ムなど、豊富なメニューを取りそろえています。
運動後は、ゆったりと温泉でくつろいだり、お
いしいご飯をいただいたりすることができます。
　詳しくは、開催している各施設へお問い合わ
せください。
■開催施設　
○岩手山焼走り国際交流村（☎76-2013）
○自然休養村なかやま荘（☎78-3132）
○綿帽子温泉館あずみの湯（☎72-6811）
○西根老人憩の家（☎77-2573）
○安代老人憩の家（☎72-5639）

■
予
防
接
種
が
大
事
な
訳

　
予
防
接
種
は
、免
疫
力
を
つ
け
、

感
染
症
を
予
防
し
、
子
ど
も
の
健

康
と
命
を
守
る
た
め
に
行
い
ま
す
。

　
予
防
接
種
は
、
対
象
と
な
る
病

気
・
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
や
、
回

数
・
対
象
年
齢
な
ど
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
当
然
、
対
象
年
齢
が

過
ぎ
れ
ば
、
接
種
料
金
が
全
て
自

己
負
担
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
定
め
ら
れ
た
接
種
間
隔

で
必
要
な
回
数
を
接
種
し
な
い
と

免
疫
力
が
上
が
り
ま
せ
ん
。
予
防

接
種
に
よ
っ
て
は
、
小
学
校
に

入
っ
て
か
ら
追
加
で
接
種
す
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、
乳
幼

児
時
期
の
接
種
回
数
に
不
足
が
あ

る
と
免
疫
の
効
果
が
期
待
で
き
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
予
防
接
種
後
は
、
頻
度
の
差
は

あ
り
ま
す
が
、
局
所
の
腫
れ
や
当

日
の
発
熱
な
ど
の
副
反
応
が
ど
の

ワ
ク
チ
ン
で
も
み
ら
れ
ま
す
。

　
予
防
接
種
は
、
対
象
年
齢
の
う

ち
に
、
体
調
の
良
い
時
を
選
ん
で

接
種
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
麻
し
ん
・
風
し
ん（
M 

R
）予

防
接
種
と
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風

（
D 

T
）予
防
接
種
に
つ
い
て

　
M 

R
予
防
接
種
は
、
第
２
期
の

小
学
校
就
学
前
、
第
３
期
の
中
学

1
年
生
、
第
４
期
の
高
校
３
年
生

が
対
象
で
す
。D 

T
予
防
接
種
は
、

小
学
６
年
生
が
対
象
で
す
。

　
対
象
と
な
る
児
童
生
徒
の
保
護

者
宛
て
に
は
、
通
知
を
し
て
い
ま

す
。
免
疫
力
を
強
化
す
る
上
で
も

大
事
な
予
防
接
種
で
す
の
で
、
忘

れ
ず
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　
M 

R
は
、
麻
し
ん
や
風
し
ん
に

か
か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
接

種
す
る
こ
と
で
免
疫
力
が
上
が
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
D 

T
は
、
乳
幼
児
時
期
に
行
う

三
種
混
合
予
防
接
種
が
き
ち
ん
と

接
種
さ
れ
て
い
な
い
と
、
接
種
し

て
も
効
果
が
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

接
種
回
数
や
間
隔
な
ど
に
つ
い
て

気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、

ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ら
の
予
防
接
種
は
、
病
気

の
予
防
に
効
果
が
あ
り
ま
す
の

で
、
25
年
３
月
31
日
ま
で
の
期
間

内
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　　１２月3日から9日までは障害者週間
　12月９日は、昭和50年に「障害者の権利宣言」
が国連で採択された日です。
　12月３日から９日までの１週間は、国民の
間に広く障がい者の福祉についての関心と理解
を深めるとともに、障がい者が社会、経済、文
化、その他あらゆる分野の活動に積極的に参加
する意欲を高めることを目的として、平成16年
に「障害者週間」として設定されました。
◆障害者週間中に行事を開催します
　障害者週間中の行事をご紹介します。足を運
んでみてはいかがですか。
◎第20回岩手県障がい者文化芸術祭作品展示
■期間　12月 1日㈯から９日㈰まで
■会場　ふれあいランド岩手（盛岡市三本柳）
■展示内容　絵画、書道、写真、工芸、文芸など
◎ふれあい音楽祭 2012
■日時　12月８日㈯、午前10時から午後４時まで
■会場　ふれあいランド岩手

予
防
接
種
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
接
種
し
ま
し
ょ
う

元気に体を動かしてみましょう
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▼
ど
ん
な
会
社
で
す
か

　

親
会
社
で
あ
る
㈱
リ
ー
ガ
ル
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
紳
士
靴
の
革
の
裁
断
か
ら

製
甲（
靴
底
以
外
の
甲
の
部
分
）の
仕
上
げ

ま
で
を
手
掛
け
て
い
る
会
社
で
す
。
会
社

は
、
こ
と
し
で
39
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

▼
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

　
ミ
シ
ン
掛
け
や
靴
ひ
も
を
通
す
た
め
の

ハ
ト
メ
を
打
つ
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

▼
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

　
け
が
に
は
気
を
付
け
て
い
ま
す
。
特
に

指
先
は
、
少
し
の
け
が
で
も
作
業
に
支
障

が
出
る
の
で
、
注
意
し
て
い
ま
す
。

▼
や
り
が
い
を
感
じ
る
と
こ
ろ
は

　
い
ろ
い
ろ
な
デ
ザ
イ
ン
の
靴
を
製
造
で

き
る
と
こ
ろ
で
す
。

▼
今
後
の
展
望
は

　
デ
ザ
イ
ン
に
応
じ
た
技
術
を
磨
き
、
た

く
さ
ん
の
靴
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。

▼
企
業
の
P
R
を
ど
う
ぞ

　
休
日
が
き
ち
ん
と
取
れ
る
の
で
、
子
ど

も
が
い
る
人
も
安
心
し
て
働
け
ま
す
。
受

注
も
十
分
に
あ
り
、
多
く
の
人
が
働
く
こ

と
の
で
き
る
環
境
で
す
。
一
緒
に
楽
し
く

働
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

紹介者
製甲部　工藤 さく子 さん

企業人による会社紹介

㈱田山製甲所
㉟

所在地　石名坂89－３
資本金　300万円
代表者　代表取締役
　　　　　石原 邦生
設　立　昭和48年２月19日
従業員数　36人
電話番号　73－2442
事業内容　紳士靴の甲革の裁
断と製甲
主な取引先　㈱リーガルコー
ポレーション、岩手製靴㈱

安
代
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

No.２9

靴の製甲部分

　

安
代
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
は
、
１
年
生
６
人
、
２
年
生

６
人
の
計
12
人
の
女
子
で
活
動
す
る
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
で
す
。
団
員
全
員
が
、

中
学
校
に
入
学
し
て
か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
始
め
ま
し
た
。

　

活
動
は
、
サ
ー
ブ
、
レ
シ
ー
ブ
を
中

心
と
し
た
練
習
を
行
い
、
月
に
２
回
程

度
の
練
習
試
合
を
し
て
い
ま
す
。
中
総

体
な
ど
の
大
会
で
は
、
予
選
リ
ー
グ
突
破
、

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
の
勝
利
を
目
指

し
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
キ
ャ
プ
テ
ン
の
齋
藤
陽
奈

さ
ん（
２
年
）
は
、「
あ
い
さ
つ
を
し
っ

か
り
と
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
人
に
入
団
し

て
欲
し
い
で
す
」と
さ
ら
な
る
活
動
の
強

化
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

■
活
動
時
間
、
場
所

　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
後
５
時

か
ら
７
時
ま
で
、
安
代
中
学
校
体
育
館

　

詳
し
く
は
、
同
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指

導
者
・
山
岸
学（
☎
７ 

２
・
２
４
３
０
、

安
代
中
学
校
）ま
で
。

市内で開催される25年度中総体バレーボー
ル競技での活躍を目指す団員とコーチ

基本のレシーブ練習
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　年末年始の長期休館を前に、貸出冊数の上限が、
10冊までとなります（視聴覚資料および松尾・安
代公民館図書室の資料を除く）。
■期間　12月14日㈮から27日㈭まで

　読書マラソンは、25年１月９日㈬で終了します。
期日までにファイルの提出をお願いします。

◆『北の霊場と観音信仰』記念フォーラム
　寺田公民館で10月20日㈯に開かれた記念フォー
ラムには30人の方が参加し、白坂観音堂をめぐる
歴史的背景、七時雨山・街道との関わりなどにつ
いて、熱心な討論が行われました。最大の論点は、
水沢以北の北上・花巻・盛岡を飛び越えて、なぜ
白坂観音堂が札所に選ばれたかということでし
た。詳しくは、３月発行「研究紀要」で解説します。
◆糠

ぬかのぶ
部三十三カ所観音めぐりが終了しました

　６月19日から４回にわたって実施された「糠部
三十三観音」霊場めぐりは、好評のうちに無事終
了しました。
　一番札所寺下観音(階上町)から三十三番天台寺
桂清水観音まで、すべて巡礼することはできませ
んでしたが、健

けん
脚
きゃく

を競いつつ、観音霊場の雰囲気
を味わうことができました。参加者は、延べ46人

　クリスマスの映画や年越しのお話をみんなで楽
しみましょう。
■日時　12月22日㈯　
▶映画会　午後１時半から
▶おはなしのじかん　午後２時半から
■場所　市立図書館視聴覚室・お話室
■内容　映画「ミッキーマウスのメリークリスマ
ス」ほか

　楽しく遊べるおもちゃを作ります。詳しくは、
図書館へお問い合わせください。
■日時　平成25年１月７日㈪、午後１時から
■場所　市立図書館会議室
■定員　児童で先着15人（保護者同伴可）
※定員になり次第、締め切ります。

冬の映画会＆おはなしのじかん

で、自らの思いを観音菩薩に託し、新鮮な気持ち
になれたようです。
◆「仏像を彫ろう」
　10月中、３回にわたり実施した「仏像つくり」
では、講師の野中昭美氏の仏像解説、その功

く ど く
徳な

どの説明を受け、受講者の皆さんが仏像独特の彫
り方を習いました。当初は、彫る作業が難しかっ
たようでしたが、慣れるに従い印

いん
刀
とう

の運び方も滑
らかになり、無心になって彫る姿が印象的でした。
◆12月の行事案内
◎体験教室「かんじきで歩こう」「凧

たこ
をつくろう」

■日時　12月22日㈯、午後１時から２時半まで
■場所　博物館周辺
■申し込み　電話で博物館に申し込みください。

冬休み工作教室

期間限定で貸出冊数が２倍になります

読書マラソン、ラストスパート

■■■　新着図書の紹介　■■■
■書名 ■著者名
学校を災害が襲うとき 田端　健人
恋しのぶ 鳥羽　亮
ことり 小川　洋子

冬の行事をご案内します

年末年始の休館日
12月28日㈮から25年１月４日㈮まで

糠部33観音巡礼めぐり（10月25日、天台寺）
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（10月届け出分）

◎男の子

小澤　佑
ゆ う ま

磨（仁・亜樹子／下町一区）

八重樫　優
ゆ う ま

真（裕一郎・香織／上町）

渡辺　陸
り く と

人（勇・喜美子／北村）

伊藤　渉
あ い と

叶（浩行・夏美／山崎）

佐々木　龍
りゅうき

輝（航・李捺／野口）

◎女の子

小澤　結
ゆ い

衣（斉・美幸／町組）

松村　彩
あ や め

夢（駿・保菜美／松川）

高橋　優
ゆ の

乃（佳・京子／下平笠）

工藤　愛
あ い な

奈（善哉・彩奈／駅前一区）

伊藤　穂
ほ の か

香（司・泰子／下平笠）

米田　愛
あ い な

奈（匠・純奈／野駄）

小野寺　柚
ゆ ず は

羽　（剛・恵美／野駄）

三上　たか　　　93歳　畑

岡崎　卓志　　　52歳　荒屋

小田嶋　留太郎　75歳　下町三区

小笠原　マツ　　86歳　町組

佐々木　良紀　　71歳　上町

伊藤　初美　　　67歳　上平笠

松浦　豊　　　　80歳　堀切

福田　竹四郎　　86歳　南寄木

渡辺　佐吉　　　82歳　中関

藤原　ツネ　　　98歳　舘腰

滝川　昇　　　　90歳　寺田新田

遠藤　タケ　　　97歳　松久保

三浦　吉太郎　　92歳　大石平

伊勢　榊　　　　65歳　南寄木

畑　リツ　　　　87歳　畑

佐々木　リヱ　　99歳　野口

三上　聖子　　　39歳　上野駄

松浦　孝　　　　84歳　山崎

田村　八郎　　　67歳　間羽松

山本　クラ　　　96歳　浅沢第２

髙橋　マツヱ　　89歳　東

髙橋　ミヱ　　　95歳　若谷地

立花　ミヨノ　  104歳　大泉

吉田　正巳　　　73歳　北寄木

小野寺　ヨシエ　69歳　上関

角舘　吉三郎　　83歳　石名坂

高橋　與五郎　　80歳　時森

健 や か に

※掲載は届け出順で、届け出人が希望した
場合だけ載せています。（敬称略）

■人口の動き【10月31日現在　（　）は前月比】 ■交通事故発生件数など　※累計は１月からの合計

地　　区 人 口 世 帯 数
西根地区 17,145（ー19） 6,215（－５）
松尾地区 6,357（ー７） 2,370（－１）
安代地区 5,074（ー13） 1,887（

＋

２）
合　　計 28,576（ー39） 10,472（－４）
男　　性 13,769（ー16）
女　　性 14,807（ー23）

出生　14　 　　  死亡    35
転入　45　　　　転出　 63

項　　目 10月 累 計
人身事故 ９ ５０
物損事故 ３６ ４２９
負 傷 者 １２ ６３
死 者 １ ４
飲酒運転 １ ７
火 災 １ １8
救 急 ９６ １０２8

№ 87

広報クイズ
12 月６日号の問題

上水道の新料金に設
ける経過措置は何年
でしょうか？

　正解者の中から抽選で３人に500円分の図書カードをお贈りします。
◎�応募方法　はがき、ＦＡＸ、メールに「答え、住所、氏名（ふりがな）、年齢」を書いて
応募してください。答えのほかに、広報の感想や意見などを必ず書き添えてください。
紙面づくりの参考にさせていただきます。
◎�応募先　八幡平市役所「広報クイズ係」　☆はがき〒028-7192（住所不要）
　☆ＦＡＸ：�75-0469　
　☆メール：�koushitsu@city.hachimantai.lg.jp（タイトルに「広報クイズ」と入力）
◎応募期限　12月24日㈪　消印有効
◎第86回の正解�123億7171万円�◎応募者数　13人�◎正解者数　13人　
◎当選者　小野寺光義さん（平舘）、伊藤キヨさん（平笠）、小野寺幸子さん（野駄）
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【広　告】 この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

事業や不動産などの所得 
少額でも帳簿保存必要に

　個人の白色申告の者のうち、前々
年分あるいは前年分の事業所得、
不動産所得または山林所得の合計
額が300万円を超える人に必要とさ
れている記帳と帳簿書類の保存が、
26年１月以降の申告から、金額の
多少に関わらず全ての人（所得税の
申告の必要が無い人を含む）に必要
となります。
　記帳・帳簿などの保存制度や記
帳の内容の詳細は、国税庁ホーム
ページ（http://www.nta.go.jp)に
掲載されています。
　詳しくは、最寄りの税務署にお
問い合わせください。

業務拡大に伴い 
調理師を募集中

　㈱サラダファームでは、業務拡
大のため、調理師を募集します。
■勤務形態　午前８時から午後５
時半まで、午前11時半から午後８
時半まで（シフト制）、週休２日制
■要件　調理経験３年以上の者
■賃金　18万円から
■応募期限　12月20日㈭
■応募方法　電話の上、履歴書を
郵送してください。
■応募先　〒028-7113　平笠２-６-
333　㈱サラダファーム（☎75-2500）
担当・中村まで。

農業を始めたい人の 
相談会を開催します

　県農業公社では、第２回「新農業
人フェアinいわて」を開催します。
■日時　25年１月12日㈯、午前11
時から午後３時まで　※受け付け
は午前10時半から11時まで
■場所　いわて県民情報交流セン
ター「アイーナ」
■対象者　新規就農を希望の人、
Uターンを希望の人、農業法人へ
就農・研修を希望の人など
■内容　セミナーと個別相談
■経費　無料（駐車料金などは参加
者負担）
　詳しくは、県農林水産部農業普及
技術課（☎019-629-5656）、県農業
公社農業振興部就農支援課（☎019-
623-9390）、または県農業会議（☎
019-626-8545）まで。

放射線などの測定結果について

　23年10月から実施している放射
線量測定は、値に大きな変動が無
いため、測定場所を庁舎前３カ所
に変更しました。
　詳しくは、市役所市民課環境衛
生係（☎・内線1124）まで。

　また、給食食材の放射性物質
濃度は、11月８日に「カブ」を検査
した結果、ヨウ素 131、セシウム
134・137いずれも検出されません
でした。
　詳しくは、西根地区学校給食セ
ンター（☎70-1117）まで。

10 月放射線量測定結果
測　定
地　点 測定日 測　定

区　分
測　定
時　刻

線量等量
率（µSv/h）

本庁舎

10月30日 地上１㍍

11：45 0.04
松 尾
庁 舎 11：28 0.04

安 代
庁 舎 10：34 0.04

（µSv/h ＝マイクロシーベルト毎時）

きらめく光のおとぎ話のようなイルミネーション
優しい光に包まれてご家族でお食事をどうぞ！
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【広　告】 この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

贈与税の申告受け付け 
e -Taxで２4 時間可能

　贈与税の申告書について、24年
分の申告から「確定申告書等作成
コーナー」を利用してe-Taxで送信
が可能になりました。贈与税の申
告期間中は、24時間利用できます。
　詳しくは、国税庁ホームページ

（http://www.nta.go.jp)をご覧く
ださい。

森林計画についての 
懇談会参加者を募集

　岩手北部森林管理署では、住民
参加の森林づくりを進める一環と
して、国有林の森林計画に関して
の説明を行うとともに、住民の皆
さまからご意見・ご要望を伺う住
民懇談会を開催します。
■日時　25年１月17日㈭、午後１
時から４時まで
■会場　新安比温泉清流閣
■募集人数　30人
■募集締切　12月21日㈮
　詳しくは、岩手北部森林管理署

（☎72-2221）まで。

道の駅スタンプラリーで 
県内の特産品を当てよう

　県「道の駅」連絡会では、『第９回
岩手「道の駅」い～はと～ぶスタン
プラリー』を実施します。
■開催期間　12月１日㈯から25年
４月７日㈰まで　※応募は25年４
月８日㈪消印有効
■実施方法　県内30カ所の「道の
駅」のスタンプを押印し、制覇した

「道の駅」の数により賞品をプレゼ
ント　※「高田松原」は休業中
■賞品
≪完走賞≫　全30駅を制覇した人
全員に「完走証明書」をプレゼント
≪いわって大賞≫　20駅以上制覇
した人から抽選で10人に 8,000円相
当の県内特産品をプレゼント
≪つめちゃったで賞≫　10～19駅を
制覇した人から抽選で15人に 5,000
円相当の県内特産品をプレゼント
≪馬かったで賞≫　５～９駅を制
覇した人から抽選で90人に県内「道
の駅」30駅特産品をプレゼント
■抽選日および賞品発送　25年５
月末予定
　詳しくは、国土交通省岩手河川
国道事務所調査第二課（☎019-624-
3196）まで。

年末年始のくみ取りは 
業者への依頼お早めに

　年末年始は、くみ取り依頼が集
中し、迅速な対応が困難です。業
者への依頼は、お早めにお願いし
ます。
　詳しくは、盛岡北部行政事務組
合（☎74-2716）まで。

NHK学園は新年度 
生徒・受講生を募集

　NHK学園では、通信制の高等
学校普通科および生涯学習通信講座
の生徒・受講生を募集しています。
■出願期間　
▶高等学校普通科・推薦入学：25年
１月18日から24日まで、一般入学：
25年１月25日から４月30日まで
▶生涯学習通信講座：随時受け付
け
■案内書請求　フリーダイヤル
0120-06-8881まで。
　詳しくは、NHK学園（☎042-
572-3151）まで。

これからの時期に増える 
油の流出事故に注意して

　毎年寒い時期になると、灯油タ
ンクからの移し替え時などに河川
への油の流出事故が発生していま
す。油が流出すると、下流の水道
や農業用水などに重大な影響を及
ぼします。その処理には多大な費
用がかかることもあるため、原因
者に費用を負担していただく場合
もあります。
　特にホームタンクをお持ちの方
は、次のことに注意してください。
❶ポリタンクなどに灯油を小分け
するときは、その場を離れず、バ
ルブはしっかりと閉める。
❷配管の周囲は適宜除雪して、積
雪による破損を防ぐとともに、除
雪の際は配管を傷つけないように
気を付ける。
❸油漏れがないか確認する。
❹不要な灯油は周囲に捨てない。

健康長寿の生活を目指す 
一日の過ごし方を学ぼう

　西根病院では、第３回健康長寿
教室を開催します。
■日時　１月18日㈮、午後２時か
ら３時まで
■内容　健康長寿のための「一日の
過ごし方の一工夫」
■場所　西根病院会議室
　申し込みなど詳しくは、西根病
院事務局（☎76-3111）まで。
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よくおいでなすった

田　頭　城
　田

でん

頭
どう

城
じょう

は、松川の東岸2㌔㍍に位置し、独立した丘陵に築かれた平山城です。標高は355㍍で、
松川との比高差は、50㍍です。城の規模は、東西100㍍×南北150㍍ほどあり、その縄

なわ

張
ば

りは、南北
に延びた山頂部を堀で断ち割った主

しゅ

郭
かく

と複
ふく

郭
かく

に分かれています。東側は、段違いに構築された腰
こし

曲
くる

輪
わ

や平場が堅固に備えられ、それに対して西側には、高さ約2㍍の土塁が確認されます。このこと
から防御の主体は、北東の方角を意識していると思われます。周囲を見渡せる高所に位置すること
から、城主の日常居館を含む城郭として機能していたと推測されます。
　近世江戸時代には、鹿角街道が東側を通り、宿駅が置かれていることから、田頭は中世から交通
の要衝として栄えていたようです。
　城主は、田頭氏と伝えられ、工藤氏から分かれた葛巻氏の分家とされています。江戸時代の文献
には、葛巻氏に九戸政実の娘が嫁いでいたことから、南部氏打倒の協力を申し込まれましたが、こ
れを断り、南部信直と盟約を結んだため、九戸勢から攻撃を受けました。田頭氏は、この攻撃を
良く防ぎ、その功により、田頭の地を賜ったとされています。南部氏と九戸氏の岩手郡進出の代
理戦争に巻き込まれたものと思われます。後に田頭氏は、天正19（1591）年の『九戸の乱』、慶長6 

（1601）年の『和賀岩崎一揆』に出陣したとされています。

―　南部氏と九戸氏の暗闘の舞台　―

　鹿角街道ウオーキングツアーは、
10月26日に開かれ、約120人の参加者
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西側から望む田頭城 主郭と複郭を隔てる堀割

が、七時雨一里塚から七時雨体験観
光施設までの旧鹿角街道を歴史の趣
を感じつつ、散策を楽しみました。
　道中のお助け小屋では、地元の人
が扮

ふん
する黄門さまが出迎え、温かい

甘酒が振る舞われました。
　また、街道に面している七時雨山
が、11月15日に「山と渓谷社」から日
本山岳遺産に認定され、地元で中心
となって活動する「七時雨ロマンの
会」が認定証を受け取りました。




